
身の回りに起きた出来事など、

楽しい情報をお寄せください。

●役場企画財政課（☎611-2724）

※広報紙に掲載した写真を提供し

ています。希望する方は企画財政

課へ問い合わせください。

　

10

月
17

日
に
植
樹
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
カ
シ
ワ
）
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
オ
ー
ク
の
会
の
小
山
尚
元
代
表

（
滝
沢
市
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
※

ベ

ル
リ
ン
五
輪
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
持
ち

帰
っ
た
木
の
子
孫
を
育
て
植
樹
を
進
め
て

い
る
団
体
で
、
水
本
さ
ん
の
五
輪
出
場
を

機
に
、
本
町
へ
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
植
樹
の
他
、
東
京
五
輪
へ
の
出

場
報
告
、
水
本
さ
ん
の
町
応
援
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
へ
の
就
任
な
ど
も
実
施
。
水
本
さ
ん

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
大
会
時
使
用
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
記
念
品
展
示
も
行
い
ま

し
た
。
な
お
、
記
念
品
は
役
場
庁
舎
１
階

町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
中
で
す
。

水
本
圭
治
さ
ん
が
五
輪
出
場
報
告

町
応
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委
嘱
も
実
施

町民総合体育館前で実施した

記念碑の除幕。右は小山さん

高橋町長から応援アンバサダーの

委嘱状を受け取る水本さん

徳
田
橋
上
部
工
工
事
が
開
始

現
地
で
安
全
祈
願
祭

　

県
に
よ
る
架
け
替
え
工
事
が

進
む
徳
田
橋
で
９
月
28

日
、
上

部
工
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
ら

20

人
が
工
事
の
安
全
を
願
い
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
の
開
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
高
橋
町
長

は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
「
工
事
着

手
は
、
（
岩
手
医
大
附
属
病
院

へ
の
）
命
の
道
に
魂
が
吹
き
込

ま
れ
る
様
相
。
工
事
の
安
全
を

願
う
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

徳田橋付近で行われた

上部工工事の安全祈願祭

　

ふ
ど
う
こ
ど
も
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
、
県
幼
少
年
婦
人
防

火
委
員
会
長
表
彰
（
優
良
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
選
出
）
を
受
け
ま

し
た
。
９
月
26

日
、
町
内
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
盛
岡
南
消
防
署

矢
巾
分
署
の
田
沼
征
輝
分
署
長

か
ら
同
園
に
対
し
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
火
災
予
防
活
動

の
一
環
で
毎
年
度
、
活
動
団
体

を
選
定
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰

ふ
ど
う
こ
ど
も
園

受賞したふどうこども園の（左から）

菅原夏
か な た
向君、田口和子園長、白澤菜々美ちゃん

※
故
・
田
島
直
人
さ
ん
（
陸
上
男
子
三
段
跳
び
）
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町
は
９
月
19
日
に
、
「
第
１
回

矢
巾
町
俳
句
大
会
～
故
小
原
啄
葉

氏
生
誕
の
地
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
応
募
総
数
は
町
内
外
１
０
０

人
か
ら
２
９
９
点
（
全
て
事
前
投

句
）
。
審
査
に
よ
り
85
句
が
入
賞

し
、
最
上
位
の
大
会
賞
に
は
三
角

尚
子
さ
ん
（
滝
沢
市
）
の
「
ま
つ
さ

ら
な
風
の
生
ま
る
る
啄
葉
忌
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
の
俳
壇
発
展
に
貢
献
し
、
平

成
29
年
に
名
誉
町
民
と
な
っ
た

小
原
啄
葉
氏
（
本
名
・
小
原
重
雄
、

１
９
２
１
～
２
０
２
０
）
＝
和
味

出
身
＝
の
顕
彰
と
町
の
俳
句
文
化

発
展
の
た
め
初
開
催
。
入
賞
作
品

の
う
ち
大
会
賞
・
特
別
賞
・
選
者

特
選
の
受
賞
者
の
中
か
ら
４
人
が

来
場
。
高
橋
町
長
か
ら
各
受
賞
者

に
、
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
者
に
は
小
原
氏
が
設

立
に
尽
力
し
た
県
俳
人
協
会
・
県

俳
句
連
盟
か
ら
白
濱
一
羊
会
長

（
写
真
後
列
左
）
が
参
加
。
白
濱

会
長
を
含
む
５
人
に
よ
り
厳
正
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
初
の
俳
句
大
会
を
開
催

小
原
啄
葉
氏
を
顕
彰

高橋町長（右から 3人目）と選者、受賞者ら。受賞者は

前列左から 2人目が三角さん、同 3人目が黒澤さん、右

から 2人目が津志田さん、右が加藤さん。

▼大会賞　

三角.尚子

▼特別賞　

黒澤.信子

瀧澤.マツノ

澤田.光江

津志田.武

▼選者特選　

大石.文雄

加藤.久仁子

石丸.恭子

高橋.キヨ子

加藤.眞冶子

受賞者と作品（敬称略）

　

不
動
小
学
校
５
年
生
34
人
が

９
月
17
日
、
授
業
の
一
環
で
稲

刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
春
の

田
植
え
か
ら
の
一
連
の
作
業
を

通
し
て
農
と
食
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

松
田
咲さ

ら

ん藍
さ
ん
は
「
大
変

だ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
毎
年

作
業
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん

は
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

不
動
小
児
童
が
稲
刈
り

農
・
食
の
大
切
さ
実
感

刈った稲をまとめ

束にする児童

シンポジウム内のパネルディスカッションで

発言する須東会長（右）

　

使
用
済
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
矢
巾
が
９
月
23
日
、
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
１
２
０

人
が
来
場
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

可
能
性
な
ど
へ
関
心
を
深
め
ま

し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

協
会
の
須
東
亮
一
会
長
ら
有
識

者
５
人
が
登
壇
し
、
再
資
源
化

の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
へ

東
北
で
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

まつさらな風の生まるる啄葉忌

過去未来つなぐ言の葉啄葉忌

遺徳碑に千草の靡く啄葉忌

師の句碑の前に大きな夏落葉

先生の手の大きくて柏餅

打水や踵の余る朴歯下駄

白菖蒲白寿のいろを尽しけり

数々の句を読み返す啄葉忌

盆休み医療の町のヘリコプター

薔薇咲かせショートケーキのやうな家

（滝沢市）

（栃木県）

（盛岡市）

（盛岡市）

（盛岡市）

（奥州市）

（盛岡市）

（遠野市）

（紫波町）

（盛岡市）
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